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化した本種が本来の生息域である海岸域から山頂
部まで歩行しながら分布を拡げたとは考えにくい．
また，成虫では可能性が少ないが，幼虫あるいは
卵が，たまたま鳥に付着して移動分散することが
可能であれば，海岸から山頂への移動は可能とな
る．しかし，そういった歩行や便乗の結果であれば，
他の島や地域でもこれまで同様な事実が知られて
いるはずだが，そういう記録は今のところ存在し
ない．
新島の場合，海岸と山頂部で類似した砂地の環
境があるため，偶然何らかの要因で本種が運ばれ
れば両環境で生息できる可能性は高い．似たよう
な状況は，伊豆諸島のうち新島と地質や地形が似
た，同じ白い流紋岩からなる式根島と神津島でも
見られ，台地状の山頂部には砂地環境が存在する．
しかし，式根島や神津島ではこれまで調査した限
り，本種は海岸域のみに生息する．
伊豆諸島のなかでも新島にのみ生息し，他の伊豆
諸島には生息しない動物の一つにニホンジカ（ホン
シュウジカ）が挙げられる．人が 40年ほど前，近
くの無人島（地内島）に持ち込んだものが泳いで新
島に渡り繁殖したもので（山本，2006），本種は海
岸から島の山頂部までを生息域としている．たまた
まゾウムシの卵や小型の初齢幼虫がシカの脚や体に
砂ごと付着し，海岸から山頂に運ばれたとすれば，
海岸砂浜と類似した環境のある新島の山頂部でも，
広食性の本種であれば生育可能である．
上述の予備的な分子実験の結果からも両生息地
の個体群間での遺伝的分化がほとんど認められな
かったことから，本種は比較的近年山頂部へ分散
したか，現在も両生息地間での遺伝的交流が行わ
れている可能性があり，伊豆諸島のなかでも新島
のみに生息するシカが本種の分散に関与した可能
性が示唆された．しかし，これらのことを検証す

るためには，より進化速度の早い領域での分子系
統解析やマイクロサテライト解析などの手法を用
いた検討が今後必要となる．
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【訂正】「九州におけるナオミヒメコメツキの追加
記録」の訂正
筆者は，さやばねニューシリーズ 16号 44頁（2014
年）の「九州におけるナオミヒメコメツキの追
加記録」において，ナオミヒメコメツキ Dalopius 
naomii Kishii，1981を九州 2例目として報告したが，
堤内（2010）において本種の 2例目の記録がすで
に掲載されており，筆者の報告は九州からの 3例
目の記録であった．なお，2例目の採集地も筆者
が 3例目を報告した場所と同じ大分県黒岳であっ
た．過去の記録の見落としがあったことを深くお
詫び申し上げるとともに，本種の記録についてご

教示いただいた堤内雄二氏（大分県）に厚くお礼
を申し上げる．
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